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保健医療資源が乏しい地域での新生児蘇生について 
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要 旨 

目的 

著者らは国際協力機構(JICA)のボリビア国「保健ネットワークシステム強化を通じた母子保健サー

ビス改善プロジェクト」で新生児蘇生法ファシリテーター養成研修を支援した。本研究はこの機会を

利用してボリビア国サンタクルス県における新生児蘇生法の実施状況を調査し、医療資源の制約に対

する対応策を提案することが目的である。 

 

方法 

調査は、2024 年 12 月 4日および 5日にサンタクルス市の日本病院で開催された新生児蘇生法ファシ

リテーター養成研修の一環として行われ、二次病院の医師や看護師を対象に、呼吸障害の新生児に対

する治療の選択肢について聞き取り調査をおこなった。 

 

結果 

全ての二次病院で気管挿管は可能であったが、人工呼吸器はなく、CPAP も 5 病院中 1病院でしか実

施できていなかった。多くの二次病院で CPAP ができないことがわかり、これに対処するために、ボリ

ビアで入手可能なディスポーザブルの Tピース蘇生器を各病院に配布し、新生児蘇生法ファシリテー

ター養成研修でこの蘇生器の使用方法を解説した。 

 

結論 

保健医療資源が乏しい地域では、現地の施設で利用可能な医療資源を用いた講習会を行うことが重

要である。可能であれば、実践的かつ低コストな代替手段を提供することも必要である。 
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